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平
成
27
年
度
当
初
予
算
案

地
域
・
行
政
・
災
害
… 

必
要
と
さ
れ
る
情
報
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
市
民
の
皆
様
へ
！ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
開
局
。

■
国
の
動
き

　

少
子
超
高
齢
社
会
の
急
速
な

進
展
と
と
も
に
社
会
保
障
関
係

経
費
が
大
幅
に
増
加
し
、
そ
れ

に
伴
う
赤
字
国
債
の
発
行
に
よ

り
、
日
本
の
公
的
債
務
残
高
は

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
２
３
３
％
、
１
０
０

０
兆
円
を
超
え
て
、
き
わ
め
て

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
年
前
に
打
ち
出
さ
れ
た
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
経
済
対
策
も
、

目
標
と
し
た
景
気
底
上
げ
の
効

果
は
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況

で
す
。
国
で
は
消
費
税
率
10
％

引
き
上
げ
の
先
送
り
と
と
も
に
、

地
方
へ
の
好
循
環
拡
大
に
向
け

た
緊
急
経
済
対
策
を
打
ち
出
し

て
い
ま
す
。
多
様
な
支
援
と
切

れ
目
の
な
い
施
策
を
展
開
し
な

が
ら
、
地
域
の
消
費
喚
起
と
人

口
減
少
が
加
速
す
る
地
方
の
構

造
的
な
課
題
の
解
決
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

■
牛
久
市
は
？

　

牛
久
市
で
は
若
い
世
代
の
転
入

と
税
収
の
増
加
を
最
大
の
目
標
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
施
策
を
更
に
継
続
、
具
現
化
す

る
と
と
も
に
、
地
域
間
競
争
に
勝

つ
た
め
の
効
果
的
な
事
業
を
予
算

に
盛
り
込
み
な
が
ら
、
前
年
度
比

４
・
２
％
増
の
一
般
会
計
２
４
５

億
５
０
０
０
万
円
、
全
会
計
４
２

４
億
２
９
０
０
万
円
の
平
成
27
年

度
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

■
市
債

　

財
政
運
営
の
最
重
要
課
題
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
市
債（
借

金
）残
高
に
つ
い
て
は
、
ピ
ー
ク

時（
平
成
21
年
）の
３
１
９
億
円

か
ら
６
年
間
で
12
億
円
減
少
さ

せ
て
き
ま
し
た
。
平
成
27
年
度

は
、
平
成
26
年
度
末
見
込
額
の

３
０
８
億
５
０
０
０
万
円
か
ら
さ

ら
に
１
億
５
０
０
０
万
円
減
少
さ

せ
、
３
０
７
億
円
と
な
り
ま
す
。

一般会計　　245億5,000万円
特別会計　　178億7,900万円
　合計　　　424億2,900万円

平成27年度

予算額

― 特 集 ―

平
成
27
年
度

予
算
案

※平成26年度現計予算額については、12月補正後の数値としています。

会　計　名

平成27年度 平成26年度 比　較

当初

予算額

構成比

（%）

当初

予算額

構成比

（%）

現計

予算額

平成27年度当初対
平成26年度当初

平成27年度当初対
平成26年度現計

増減額 増減率（%）増減額 増減率（%）

　一 般 会 計 24,550 57.9 23,550 60.4 25,257 1,000 4.2 △707 △2.8

国民健康保険事業 9,640 22.7 8,501 21.8 8,533 1,139 13.4 1,107 13.0

公共下水道事業 2,380 5.6 1,919 4.9 1,933 461 24.0 447 23.1

青果市場事業 24 0.1 24 0.1 25 0 0.0 △1 △4.0

介護保険事業 4,577 10.8 3,788 9.7 4,451 789 20.8 126 2.8

工業用地造成事業 10 0.0 10 0.0 10 0 0.0 0 0.0

後期高齢者医療事業 1,248 2.9 1,194 3.1 1,200 54 4.5 48 4.0

特 別 会 計 合 計 17,879 42.1 15,436 39.6 16,152 2,443 15.8 1,727 10.7

合　　計 42,429 100.0 38,986 100 41,409 3,443 8.8 1,020 2.5

■牛久市各会計予算  （単位：百万円、％）

国民健康保険事業特別会計     96億4,000万円（＋13.4％）…保険財政共同安定化事業制度改正

公共下水道事業特別会計         23億8,000万円（＋24.0％）…柏田排水区雨水管渠布設工事など

青果市場事業特別会計             2,400万円（前年度と同額）…青果市場の運営と地産地消推進

介護保険事業特別会計             45億7,700万円（＋20.8％）…介護サービス給付費の増加

工業用地造成事業特別会計     1,000万円（前年度と同額）…企業誘致に対する迅速な対応

後期高齢者医療事業特別会計 12億4,800万円（＋4.5％）…広域連合保険料納付金の増加

■特別会計 主な増減理由　※（　）内は前年度当初比。
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平成27年度予算案 平成27年度当初予算案特集

■一般会計の状況 　※円グラフ中（　）内は前年度比。  枠内は増減理由。

平成27年度一般会計歳入予算

　市政運営の根幹を担う市税については、個

人市民税で人口増加による増収を見込んでい

るものの、固定資産税と都市計画税で評価替

えの影響による減収が見込まれ、全体では対

前年度比1％、約6,000万円の減額となりま

した。

　また、国県支出金については、バイオマス

産業都市構築やマイナンバー制度対応に伴う

システム改修への国庫補助金の増額などによ

り、対前年度比5％、約2億6,000万円の増加

となりました。

　消費税率8％への引き上げに伴う地方消費

税交付金の増額分（5億1,869万4千円）は、社

会保障経費（総額87億1,241万3千円のうち一

般財源41億8,422万6千円）に充当します。

市税
114億9,700万円
47％（△1％）

国県支出金
53億5,200万円
22％（＋5％）

市債
15億4,200万円
6％（△6％）

地方交付税
15億600万円
6％（＋2％）

歳入合計
245億5,000万円
（前年度比＋4％）

市民税法人分
…5億6,000万円
　(△4,600万円）
都市計画税
…7億6,500万円
　（△4,600万円）

二酸化炭素排出抑制対策
事業費等補助金
…3億6,900万円（新規）

借地取得基金繰入金
…1億100万円（新規）
財政調整基金繰入金
…4億2,300万円
　（＋4億100万円）

その他
46億5,300万円  19％（＋23％）
繰入金 、各種交付金、
分担金負担金、使用料手数料 他

平成27年度一般会計目的別歳出予算

 目的別歳出予算の内訳を見ると、衛生費が

バイオマス産業都市の構築、地域医療セン

ター建設や公的病院への運営補助などの増加

により対前年度比27％、約6億8,000万円の

増加、総務費が職員退職手当基金積立金やコ

ミュニティＦＭの開局費の増加などにより対

前年度比20％、約5億2,000万円の増加、土

木費が運動公園借地取得の増加や市道23号

線整備費の減少などにより対前年度比1％、

約2,000万円の増加となりました。

　一方、全体の35％を占める民生費が、臨

時福祉給付金の支給金額の減額などに伴い対

前年度比1％、7,000万円の減少、教育費が

ひたち野うしく小学校校舎増築事業の増加や

野球場改造事業の減少などにより対前年度比

1％、約3,000万円の減少となっています。

平成27年度一般会計性質別歳出予算

 財政構造を分析するために、一般会計の歳

出をその経済的性質を基準として分類したも

のが右の性質別予算です。

　継続的な行財政改革の取り組みにより義務

的経費のうち人件費が前年度比1％、約3,000

万円の減少、公債費は対前年度比1％、約2,000

万円の減少となったものの、扶助費が民間保育

園運営支援や障害者介護給付費の増加により

対前年度比2％、約1億円の増加となっています。

　また、投資的経費については、バイオマス

産業都市構築事業や牛久運動公園借地取得、

ひたち野うしく小学校の増築、清掃工場の延

命化などに伴い対前年度比14％、約3億3,000

万円の増加となっています。

扶助費
55億3,100万円
22％（＋2％）

物件費
47億4,500万円
19％（＋1％）

人件費
42億円
17％（△1％）

投資的経費
26億8,100万円
11％（＋14％）

繰出金
24億2,200万円
10％（＋10％）

補助費等
23億9,300万円
10％（＋2％）

公債費
19億1,500万円
8％（△1％）

その他
6億6,300万円  3％（＋77％）
積立金、維持補修費、予備費、
貸付金、投資及び出資金

歳出合計
245億5,000万円
（前年度比＋4％）

民生費
84億4,500万円
34％（△1％）

教育費
37億8,800万円
15％（△1％）

総務費
31億9,900万円
13％（＋20％）

衛生費
31億6,500万円
13％（＋27％）

土木費
22億3,500万円
9％（＋1％）

公債費
19億1,500万円
8％（△1％）

その他
18億300万円  8％（△6％）

歳出合計
245億5,000万円
（前年度比＋4％）

職員退職手当基金積立金…3億3,300万円（新規）
コミュニティFM開局…5,200万円（新規）
国勢調査の実施…3,400万円(新規）

バイオマス産業都市構築
…4億7,400万円（新規）
清掃工場延命化
…1億8,700万円
　（＋1億7,700万円）
公的病院への運営補助
…6,900万円（新規）

ひたち野うしく小学校増築
…4億5,700万円（＋4億3,700万円）
奥野運動広場駐車場拡張
…4,700万円（新規）
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ふるさと寄附に対し特産品を

返礼する

397万3千円
担当／総務部・経済部

牛久市にふるさと寄附をしてくだ

さった方へ、返礼

品として牛久市

の農産・商工特産

品をお送りし、市

の特産品の魅力を

PRします。

コミュニティFMを開局する

5,231万2千円
担当／市民部

牛久市の地域情報を発信するコミュ

ニティFM放送を、平成27年8月に開

始する予定です。開局準備にかかる

工事費、機器購

入費、また運営

するNPO法人

への放送委託費、

補助金などを計

上しています。

個人番号カードを運用する

2,899万3千円
コンピュータとその周辺機器を

管理する

8,258万9千円
担当／市民部

マイナンバー制度の導

入により、平成28年1

月から個人番号カード

の交付が開始されます。

個人番号の通知カード

および個人番号カードの発行事務経

費、またシステム改修費を計上します。

行政区集会施設の整備や管理に

対する助成をする

4,044万8千円
担当／市民部

地域コミュニティ活動の拠点となる

集会施設の整備・管理にかかる経費

（集会所敷地賃借料、外構工事、修理、

建築、解体）に対する補助金を交付

することで行政区の負担軽減と施設

設備の充実を図っていきます。今年

度の主なものとしては、小坂団地行

政区集会所の用地購入費および各行

政区集会所の修理補助金などを予算

計上しています。

（仮称）地域医療連携センターを

建設する

1億1,000万円
担当／保健福祉部

牛久市と竜ヶ崎市・牛久市医師会（牛

久支部）との共同により、地域医療の

充実を推進するための施設を牛久自

然観察の森入り口付近に建設します。

公的病院等の運営を支援する

6,864万6千円
担当／保健福祉部

地域医療に貢献している公的病院

であるつくばセントラル病院に対し、

特別交付税措置の範囲内で運営費助

成を行います。

平成27年度重要施策
着実にできることから…

　　　　少子超高齢化に対応し、税収増加に繋がる事業を中心に予算を重点配分。

への放送委託費、

予防接種を実施する

2億1,011万円
担当／保健福祉部

予防接種法に基づく各種予防接種に

対して、全額公費で負担します。

バイオマスタウン構想を運用する

4,088万9千円
担当／環境部

廃食用油や剪定枝などの利活用に

より、地域循環型社会を構築しエ

ネルギーの地産地消を図ります。平

成27年度においては、BDF・木質

ペレット燃料の製造業務委託および

BDF貯留タンク設置工事費や、製

造に要する経費（原材料、電気料な

ど）を予算計上しています。

CO2排出抑制対策補助金を活用し

てバイオマス産業都市を構築する

4億7,394万9千円
担当／環境部

バイオマス産業都市構築の一環とし

て、地球温暖化対策地方公共団体実

行計画を策定し、公共施設へのペレッ

ト・薪ストーブの設置や空調熱源改

修などを通して、低炭素地域づくり

を推進します。平成27年度は、太陽

光発電設備の設置や、市中央図書館

LED 化工事など

を実施し、二酸化

炭素排出抑制対策

を進めていきます。

三日月橋生涯学習センターの

太陽光発電設備

ペレットストーブ
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清掃工場の延命化を図る

1億8,655万1千円
担当／環境部

老朽化した清掃工場の延命化・長寿

命化を図るため、国の補助金を活用

しながら、計画的に基幹的設備の改

良を行います。平成27年度は5カ年

継続事業の1年目であり、誘引通風機

や温風送風機の更新などを行います。

危険な交差点の改良と歩道を整備する

700万円
担当／建設部

通学路となっている道路や交差点に、

歩道整備や交差点改良を実施します。

平成27年度は、神谷小学校通学路

の市道9号線交差点ハンプ設置工事

を実施します。

市道23号線（北側延伸第二工区）

を改良舗装する

1億9,793万6千円
担当／建設部

市道23号線の計画北端となる県道田

宮中柏田線から南への整備となります。

平成27年度は県道田宮中柏田線と交

差点改良工事、用地取得および家屋・

工作物等補償業務を実施します。

市道8号線を改良舗装する

6,800万円
担当／建設部

国道408号線と県道土浦龍ケ崎線を

つなぐ市道8号線の整備となります。

平成27年度は、改良舗装工事、用地

取得および工作物等補償業務を実施

します。

市民とともに中央地区のまちづ

くりを実践する

1億5,442万円
担当／建設部

まちの活力づくりの一環として、安

全ですべての人に利用しやすい牛久

駅東口の再整備をすすめるととも

に、けやき通りやシャトーカミヤと

連携した周遊空間を整備します。平

成27年度当初予算においては、東

口再整備工事費を計上しています。

運動公園野球場を改造する

2億3,405万6千円
担当／建設部

平成31年度に開催される茨城国体

において、野球競技の開催候補地で

ある、牛久運動公園野球場のメイン

スタンドの改造工事を実施します。

 

ひたち野うしく小学校を増築する

4億5,679万9千円
担当／教育委員会

ひたち野うしく小学校において、児

童の増加が著しく、教室数の不足が

見込まれることから、新たに校舎の

増築を行い、生徒増への対応と、引

き続き子どもたちが安心して学ぶこ

とができる教育環境を整備します。

向台小学校体育館を耐震補強する

4,878万7千円
担当／教育委員会

向台小学校の体育館について、地震な

どの災害から子ども達を守るための耐

震補強工事を実施するとともに、老朽

化している屋根などの改修を行います。

小学校施設を改修する

4,974万2千円
中学校施設を改修する

5,181万3千円
担当／教育委員会

小中学校の体育館、および武道場に

ついて、地震による落下物や転倒物

から子ども達を守るため、天井材や

照明器具などの非構造部材の耐震化

などを実施します。

【実施学校】

小学校…牛久小・奥野小・中根小・

向台小・神谷小・ひたち野うしく小

中学校…牛久一中・牛久二中・牛久

三中・下根中

下根中学校のグラウンドを拡張する

2,586万円
担当／教育委員会

生徒数の増加により、増築棟の建設

が必要な下根中学校において、増築

棟建設に伴い、現在テニスコートな

どに使用しているグラウンドの一部

の使用が不可能となることから、グ

ラウンドを拡張します。生徒達はこ

れまでと同様に、部活や体育の授業

を執り行うことができます。

奥野運動広場駐車場を拡張する

4,697万4千円
担当／教育委員会

奥野生涯学習センター、奥野運動広

場の駐車場を拡張し、市民体育祭を

始めとした地区イベント開催時など

の車の混雑を解消します。安心して

お越しいただき、安心して過ごすこ

とができる公共施設となるよう整備

するものです。
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牛久クリーンセンター（清掃工場）

平成26年度施工箇所

完成イメージ

現在のメインスタンド


